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パーソナルヘルスコードを活用した診療（オンライン診療を中心とした）に 
おける行動変容に関する研究 

       研究代表者 米田 隆 融合研究域融合科学系・教授 

  研究要旨 本研究は、健康・医療政策をデジタルトランスフォー
メーション推進という観点から、パーソナルヘルスレコードを活用
した診療（オンライン診療中心とした）における行動変容に関する
研究を行い、デジタルヘルス改革を推進する。 

 

 
   

PHRから得られる情報での利活用すること 

での行動変容への影響に関して、より高い 

エビデンスを構築する 

Ｂ．研究方法：①PHRに関わる国内外の 

エビデンスの収集・レビュー、研究会の 

開催②PHR を用いたオンライン診療によ 

る生活習慣病患者への有用性の検討 

③PHR の利活用に関する実証研究。 
（倫理面への配慮）個人情報の取り扱い 
に十分注意し、当該の倫理審査委員会の 
審査・承認を受け実施する。 
Ｃ．研究結果：上記①②③の研究を行った。 
①PHR に関する研究報告数は年々増加も、 
行動変容への影響を評価した論文は少ない。 
（図 1-1、図 1-2、表 1-1、表 1-2） 

②オンライン診療での PHR 利用は従来診療 

より行動変容効果を認めた。（図２）  

新たな研究（厚労省健康づくりのため身体 

活動・運動ガイド 2023 を反映＋血糖リアル 

タイムモニタリングを応用）した PHR 実証 

研究実施中。中間解析で平均 1.4kg の減量 

や血糖値変動の改善も見られている（図 3） 
Ｄ．考察： 
PHRと行動変容の研究数は少ないが、新 
規PHR論文＋厚労省ガイドラインをベー 
スにした新規研究の中間解析からは、 
本研究の社会実装も可能と思われる。 
Ｅ．結論： 
さらに臨床研究を推進し、本邦の政策に 
寄与するよう、より強力なエビデンスの 
構築に努める。 
Ｆ．健康危険情報： 該当なし 
Ｇ．研究発表： 
 1.  論文発表 該当なし 
 2.  学会発表 該当なし 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。）： 
 1. 特許取得 該当なし 
 2. 実用新案登録 該当なし 
 3. その他 該当なし 
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Ａ．研究目的：パーソナルヘルスレコード 
（PHR）等で患者本人が医療情報の閲覧によ 
る行動変容変化に関し、国内外のエビデンス 
を、論文データベース、研究事業報告書、ガ 
イドラインから収集・レビューをする。 
また既にPHR活用している医療機関・企業、 
厚生労働省の関係者による討論の場を設け 
、内容を論文化しエビデンス構築をする。 

さらにオンライン診療および健診・人間 

ドックでのフィールドで医療情報の閲覧や 
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図 1－1: PHR に関する年代別論文数 

① PHRに関わる国内外のエビデンスの収集・レビュー、研究会の開催 
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PHRに関しては医療従事者が対象となっている論文はいまのところなし 

PHR論文の疾患別割合 

表 1－1: 論文内容調査 健康一般か個々の患者についてか？ 
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図 1－２：論文内容調査 健康一般か個々の患者についてか？ 
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表 1－２: PHR 利用の有用性の評価項目 
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②PHR を用いたオンライン診療による生活習慣病患者への有用性の検討 

現状： 
15 名（女性 9 名、平均 59 歳）の登録、研究開始済み 

 残り登録予定者（15 名）手続き中 

  いき内科クリニック：7 名 

  芳珠記念病院：5 名 

  KKR 北陸病院：3 名 

中間解析：3 か月後評価（病院でもらうデータを次回診察までの再度閲覧するかの頻度） 

（図２） 

アプリ+オンライン診療介入群         12/15      80% 

歴史的コントロール群             36/88      41%   P<0.05 
 (従来診療で診察時患者さんに渡す紙の臨床データの閲覧を促す）    
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③PHR の利活用に関する新たな実証研究 

予定症例数：50 例 
PHR アプリ（YaDOC）使用 
 毎日の食事の写真＋リブレ（血糖リアルタイムモニタリング）

情報をもとに医療従事者が生活指導（タンパク摂取量指導をあり：
厚労省 健康づくりのため身体活動・運動ガイド 2023 と下記参考文献を応用した

実証研究） 

29 例登録済み 
中間解析：25 例 
3 か月時点結果 
 ①写真や血糖値（リブレ）：９６％（24/25 例）が閲覧 
 ②TIR（Time in Range)が 60％の方(15/25 例)で改善 
③体重：平均 1.4kg 低下（体重 ６kg 低下した症例もあり） 

図３ 

写真からタンパク摂取量を推定：

タンパク摂取指導を行う 


